
●
末
盛

住
民
の
努
力
に

よ
り
、13
地
区
の
自
治
セ

ン
タ
ー
が
設
立
し
た
。
①

運
営
は
ど
う
か
。
②
自
治

組
織
へ
の
未
加
入
者
の
対

応
は
。
③
出
前
講
座
の
基

本
と
推
進
は
。

■
町
長

①
不
慣
れ
な
点

が
あ
る
の
で
指
導
す
る
。

今
年
度
施
設
維
持
面
を
点

検
し
、
Ｈ
21
年
度
に
対
応

す
る
。
地
元
自
治
組
織
と

十
分
協
議
し
、
目
指
す
Ｈ

23
年
の
指
定
管
理
の
内
容

に
つ
い
て
理
解
し
、
運
営

し
て
い
た
だ
け
る
自
治
団

体
と
し
て
の
指
導
・
支
援

を
す
る
。
②
地
域
に
よ
っ

て
は
未
だ
、
組
織
を
結
成

さ
れ
て
な
い
地
区
が
あ
る

の
で
、
大
組
織
を
中
心
と

し
て
加
入
を
呼
び
か
け
て

応
援
す
る
。
③
町
の
全
課

で
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
、

町
民
の
知
り
た
い
要
望
に

応
え
て
ゆ
く
。

●
岡
田

①
使
用
目
的
は
。

②
な
ぜ
裁
判
所
へ
仮
処
分

申
請
を
し
た
の
か
。
③
町

民
を
裁
判
に
か
け
る
の
は

よ
く
な
い
。
話
し
合
い
を
。

■
町
長

①
旧
世
羅
町
役

場
跡
地
の
一
部
に
占
有
使

用
妨
害
禁
止
及
び
妨
害
物

除
去
な
ど
の
仮
処
分
申
請

の
費
用
に
供
託
金
が
４
３

７
万
。
委
託
料
69
万
。
②

役
場
跡
地
の
一
部
に
占
有

使
用
を
妨
害
す
る
工
作
物

を
設
置
さ
れ
た
の
で
撤
去

を
お
願
い
し
た
が
円
満
解

決
は
困
難
と
判
断
し
、
申

請
を
し
た
。
③
町
と
し
て

は
本
意
で
な
い
が
現
時
点

で
は
解
決
に
至
っ
て
い
な

い
。
お
互
い
が
努
力
す
る

必
要
あ
る
と
思
う
。
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末盛 守議員

努
力
し
て
よ
り
充
実
を
目
指
す

自
治
セ
ン
タ
ー
順
調
な
ス
タ
ー
ト
か

A �
寄
付
を
募
る
政
策
メ
ニ
ュ
ー
で
き
た

町
を
応
援
の『

ふ
る
さ
と
納
税』

A �●
末
盛

町
外
で
活
動
さ

れ
て
い
る
方
々
が
貢
献
し

た
い
、
応
援
し
た
い
の
思

い
を
形
に
す
る
た
め
、
町

に
寄
付
し
た
場
合
、
税
を

一
定
限
度
ま
で
控
除
す
る

制
度
で
寄
付
を
募
る
政
策

メ
ニ
ュ
ー
は
。

■
町
長

①
世
羅
の
自
然

や
伝
統
文
化
伝
承
な
ど
の

事
業
。
②
農
業
を
中
心
に

元
気
な
地
域
づ
く
り
事
業
。

③
健
や
か
な
子
育
て
事
業
。

④
や
さ
し
い
街
づ
く
り
事

業
。
⑤
未
来
へ
向
け
て
必

要
な
事
業
を
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

仮
処
分
申
請
の
費
用

専
決
処
分
５
、３
６
８
千
円
は

何
に
使
う

A �
岡田武士議員

●
岡
田

保
育
所
建
設
場

所
、
建
物
の
概
要
完
成
予

定
、
建
設
費
用
は
。
ま
た

大
田
保
育
所
は
ど
う
な
る

の
か
。

■
町
長

世
羅
町
字
本
郷

５
８
２
番
地
１
で
世
羅
め

ぐ
み
幼
稚
園
に
隣
接
し
て

計
画
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
鉄
骨
造
り
２
階
建
で
一

階
に
は
玄
関
ホ
ー
ル
、
職

員
室
、
厨
房
、
保
育
室
、
ト

イ
レ
、
２
階
に
は
ス
テ
ー

ジ
、
ホ
ー
ル
、
資
材
庫
、

相
談
室
、
交
流
広
場
、
保

育
室
、
ト
イ
レ
。
延
べ
床

面
積
、
約
１
、０
４
０
㎡
。

定
員
１
２
０
名
。
完
成
予

定
、
21
年
３
月
末
費
用
は

２
億
５
、０
０
０
万
円
。国

の
交
付
金
６
、９
５
９
万

円
、町
の
補
助
金
３
、４
８

０
万
円
で
残
り
は
事
業
者

負
担
で
あ
る
。
ま
た
大
田

保
育
所
は
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
と
お
り

運
営
を
す
る
。

世
羅
め
ぐ
み
幼
稚
園
の
隣
に
建
つ

認
定
子
ど
も
園
の
建
設
は

A �自治センター行事 交通安全教室



●
福
田

二
酸
化
炭
素
の

排
出
抑
制
、
石
油
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
草

木
・
生
ゴ
ミ
・
畜
産
排
泄

物
な
ど
を
直
接
、
間
接
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
す
る
バ

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
の
策
定

は
、
時
代
の
要
請
と
し
て

早
急
な
取
組
み
が
必
要
で

は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
汎

用
性
、
実
用
性
が
確
立
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
社
会
実

験
な
ど
の
責
は
自
治
体
が

負
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
町
長

施
設
な
ど
の
整
備
に
つ

い
て
は
補
助
金
な
ど
も
あ

る
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
を
考
え
る
と
容
易
に
踏

み
切
れ
な
い
。
加
え
て
制

度
の
壁
も
あ
る
。

脱
温
暖
化
の
町
づ
く
り

推
進
体
制
を
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
整
え
る
こ
と

か
ら
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

●
福
田

｢

生
物
多
様
性

基
本
法｣

が
制
定
さ
れ
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
あ
た
り

ま
え
と
思
っ
て
い
る
、
身

の
ま
わ
り
の
自
然
に
つ
い

て｢
見
つ
め
直
す
、
考
え

る｣

し
く
み
を
つ
く
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

■
町
長

基
本
法
で
は

｢

町
は
計
画
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
る｣

と
し
て
い

る
。
県
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
町
内
の
貴
重
な

生
物
の
種
の
保
護
を
、
地

域
と
協
力
し
な
が
ら
、
有

効
と
思
わ
れ
る
手
法
を
検

討
・
協
議
し
て
ゆ
き
た
い
。

●
竹
本

合
併
協
で
２
ヶ

年
の
時
間
を
費
や
し
出
来

た
過
疎
計
画
を
２
年
繰
り

延
べ
・
次
期
繰
り
延
べ
・

規
模
の
縮
小
・
取
り
止
め

な
ど
あ
る
が
、
町
民
の
期

待
に
反
し
て
い
な
い
か
。

合
併
後
の
初
予
算
は
マ
イ

ナ
ス
30
億
円
と
厳
し
い
予

算
だ
っ
た
。
三
位
一
体
改

革
は
、行
財
政
改
革
を
否

応
な
し
に
進
め
る
結
果
と

な
っ
た
。
痛
み
を
伴
う
改

革
と
は
言
え
、
繰
り
延
べ

た
事
業
を
い
つ
頃
に
な
っ

た
ら
実
行
さ
れ
る
の
か
。

過
疎
計
画
は
過
去
形
に
し

て
は
い
け
な
い
。
町
長
の

見
通
し
を
問
う
。

■
町
長

過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
は
Ｈ
21

年
度
で
期
限
切
れ
と
な
り
、

Ｈ
22
年
度
以
降
の
新
過
疎

法
の
制
定
に
向
け
動
き
が

活
発
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
現
在
の
厳
し
い
財
政
環

境
を
考
慮
し
、
新
規
事
業

を
５
年
間
、
原
則
凍
結
し

て
お
り
、
住
民
の
期
待
に

応
え
切
れ
て
い
な
い
こ
と

に
心
痛
の
思
い
で
あ
る
。

事
業
実
施
計
画
は
、
長
期

的
な
財
政
見
通
し
を
見
極

め
な
が
ら
計
画
の
策
定
を

進
め
る
こ
と
が
必
須
で
、

繰
り
延
べ
に
な
っ
て
い
る

事
業
を
含
め
、
計
画
的
・

効
率
的
・
効
果
的
な
事
業

の
推
進
を
図
り
、
行
革
推

進
プ
ラ
ン
と
財
政
推
計
を

並
行
し
て
進
め
て
ゆ
く
。
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福田 豪議員

推
進
体
制
づ
く
り
か
ら

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
の
策
定
は

A �
地
域
と
協
力
し

検
討
・
協
議

｢

生
物
多
様
性

基
本
法｣

を
考

え
る

A �
効
果
的
な
事
業
の
推
進
を
図
る

過
疎
計
画
は
過
去
形
か

A �
竹本道紀議員

ヒョウモンモドキの保在看板



●
玉
谷

障
害
者
一
人
ひ

と
り
が
、
気
軽
に
何
で
も

相
談
で
き
る
専
用
窓
口
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
働
く

意
欲
の
あ
る
障
害
者
に
就

労
し
や
す
い
環
境
整
備
が

緊
急
の
課
題
と
考
え
る
が
。

■
町
長

今
年
５
月
よ
り

｢

み
つ
ば
会｣

で
障
害
児
・

者
に
対
す
る
相
談
窓
口
を

実
施
し
、
い
か
な
る
問
題

に
も
対
応
す
る
よ
う
務
め

て
い
る
。
ま
た
就
労
支
援

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
民

間
企
業
な
ど
と
協
議
し
適

切
な
雇
用
の
場
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

●
玉
谷

中
国
の
地
震
で

校
舎
が
倒
壊
し
多
く
の
幼

い
命
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒

が
一
日
の
大
半
を
過
す
場

で
あ
る
と
同
時
に
非
常
災

害
時
の
緊
急
避
難
場
所
の

役
割
も
あ
る
。
安
全
安
心

の
確
保
に
校
舎
耐
震
対
策

を
早
急
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

■
町
長

町
内
で
耐
震
改

修
が
必
要
な
施
設
は
９
施

設
あ
る
。
順
次
耐
震
診
断

を
実
施
し
、
必
要
に
応
じ

て
耐
震
補
強
な
ど
の
対
策

を
実
施
す
る
。

●
徳
光

合
併
後
の
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
要
望
に
香

遊
ラ
ン
ド
施
設
の
充
実
が

出
て
い
る
。
野
球
が
２
面

十
分
に
取
れ
る
よ
う
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
施
設
の

拡
張
を
。

■
町
長

Ｈ
２
年
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
整
備
、

Ｈ
19
年
度
２
６
０
件
、４
、

２
６
７
人
の
利
用
実
績
、

多
大
な
工
事
費
が
必
要
で

慎
重
に
対
応
し
た
い
。

●
徳
光

10
数
年
後
の
道

州
制
に
向
け
如
何
な
る
枠

組
み
に
な
ろ
う
と
、
子
供

と
高
齢
者
の
健
康
と
ス
ポ
ー

ツ
の
で
き
る
町
と
し
て
、

医
療
の
充
実
と
教
育
の
充

実
が
あ
る
。
将
来
的
に
は
、

世
羅
高
校
の
存
続
も
考
え

た
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

し
て
、
宇
戸
山
開
発
を
提

案
す
る
。

■
町
長

高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
、
青
少
年
健
全
育

成
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
駅

伝
の
里
、
実
業
団
駅
伝
も

無
理
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実

施
し
て
い
る
。
総
合
的
な

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
中
心
部
に

ほ
し
い
が
財
政
難
で
あ
る
。

道
州
制
や
自
治
体
規
模
が

ど
う
な
る
か
、
情
報
収
集

し
如
何
な
る
整
備
が
必
要

な
の
か
将
来
調
査
が
必
要

で
あ
る
。
宇
戸
山
の
開
発

は
、
旧
世
羅
町
時
の
話
で

財
政
難
問
題
で
実
現
し
て

い
な
い
。

今
世
羅
町
が
生
き
残
る

た
め
、
財
政
再
建
中
で
あ

り
、
時
期
尚
早
で
来
た
る

べ
き
時
に
は
、
町
民
の
意

見
を
集
約
し
道
州
制
に
備

え
た
方
向
が
必
要
で
あ
る
。

13

雇
用
の
場
確
保
に
取
り
組
む

障
害
者
の
就
労
支
援
は

A �
玉谷 隆議員

情
報
把
握
に
努
力
す
る

｢

成
年
後
見
制
度｣

で
高
齢
者
に

安
心
を

A �●
玉
谷

認
知
症
の
高
齢

者
や
知
的
精
神
障
害
者
の

方
は
、
判
断
能
力
が
十
分

で
な
い
た
め
、
悪
質
な
リ

ホ
ー
ム
工
事
、
強
引
な
訪

問
販
売
の
被
害
に
あ
わ
れ

た
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
計
画
が
で
き
な
い
人

が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
被
害
を
防
ぐ
方
法
と

し
て

｢

成
年
後
見
制
度｣

が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
が

取
り
組
み
は
。

■
町
長

高
齢
者
で
身
寄

り
が
無
い
方
な
ど
に
と
っ

て
重
要
な
制
度
と
認
識
し

て
お
り
情
報
把
握
に
努
力

す
る
。

耐
震
診
断
を

実
施
す
る

学
校
耐
震
化
へ

の
取
り
組
み
は

A �
徳光義昭議員

多
大
な
工
事
費
で
慎
重
に
対
応

香
遊
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
を

A �就労センターみつば会

香遊ランドグラウンド



●
奥
田

学
校
統
合
を
考

え
る
時
施
設
整
備
に
費
用

が
か
か
る
。
全
地
域
を
計

画
的
に
進
め
る
に
も
財
政

的
に
厳
し
い
と
思
う
が
。

廃
校
側
の
地
域
の
事
も
充

分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

■
町
長

保
育
所
施
設
も

含
め
地
域
の
皆
様
の
ご
意

見
ご
要
望
ご
提
案
を
聞
き

地
域
づ
く
り
と
一
体
的
に

取
組
み
た
い
。
子
供
達
の

教
育
が
優
先
で
あ
り
、
体

育
館
も
安
全
性
を
考
慮
し

防
災
上
の
観
点
で
財
政
健

全
化
と
併
せ
修
理
・
修
繕

を
実
施
し
た
い
。

●
奥
田

地
域
の
実
情
を

認
識
す
る
た
め
に
テ
ー
マ

を
持
っ
て
情
報
伝
達
や
意

見
を
収
集
す
る
行
動
が
大

切
だ
。
現
状
は
ど
う
か
。

■
町
長

各
課
の
検
討
内

容
を
調
整
し
現
在
は
企
画

段
階
で
あ
る
。
自
治
セ
ン

タ
ー
よ
り
希
望
の
講
座
メ

ニ
ュ
ー
の
申
し
込
み
を
受

け
、
警
察
や
消
防
な
ど
各

機
関
と
連
携
し
取
組
ん
で

ゆ
き
た
い
。

●
仙
光

13
の
自
治
セ
ン

タ
ー
が
で
き
て
２
ヶ
月
経

過
し
た
。
13
の
自
治
組
織

は
比
較
に
な
ら
な
い
規
模

な
ど
の
違
い
が
あ
る
が
、

地
域
で
協
議
を
重
ね
な
が

ら
地
域
に
見
合
っ
た
地
域

づ
く
り
を
し
て
ゆ
く
こ
と

と
思
う
。
今
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
に
加
え
て

新
し
い
取
り
組
み
も
は
じ

め
る
。
そ
の
と
き
、
行
政

と
の
協
議
な
ど
必
要
と
な

る
が
、
窓
口
が
担
当
課
か

自
治
振
興
係
か
は
っ
き
り

し
て
い
な
い
。
互
い
に
協

力
し
て
ゆ
く
上
で
体
制
作

り
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

現
在
は
行
政
と
13
地
域
と

の
直
接
の
関
係
だ
け
で
あ

る
が
、
組
織
の
役
割
も
大

き
く
な
り
旧
町
単
位
で
の

協
議
の
必
要
も
多
く
あ
り

自
治
セ
ン
タ
ー
か
自
治
組

織
の
協
議
会
の
結
成
が
必

要
で
は
な
い
の
か
。
世
羅

町
全
体
の
協
議
会
も
行
政

上
必
要
と
思
う
が
。

■
町
長

自
治
セ
ン
タ
ー

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
２

ヶ
月
が
経
過
し
自
治
組
織

代
表
者
及
び
ス
タ
ッ
フ
・

セ
ン
タ
ー
長
会
議
を
開
催

し
た
。
今
年
度
中
に
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
実
施
し
地
域

課
題
を
把
握
し
、
み
ん
な

で
解
決
方
法
を
探
る
な
ど
、

多
く
の
人
の
声
を
反
映
し

た
地
域
づ
く
り
計
画(

ビ

ジ
ョ
ン)

を
作
成
し
て
ゆ

く
。
地
域
の
主
体
性
・
自

主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
指

導
・
支
援
し
、
お
互
い
補

完
し
な
が
ら
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ゆ
く
。
Ｈ
22
年
度
か
ら
全

面
的
な
地
元
管
理
運
営
に

移
行
す
る
方
向
を
目
指
し

て
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

ゆ
く
。
地
域
的
協
議
会
・

全
体
的
協
議
会
は
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
り
行
政
と

無
縁
で
は
な
い
が
い
ろ
ん

な
課
題
の
解
決
は
地
域
み

ず
か
ら
自
主
的
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
情
報
提
供

や
運
営
に
つ
い
て
の
相
談

は
積
極
的
に
す
る
。
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仙光保喜議員

金
は
出
す
が
、
口
は
出
さ
ぬ

自
治
セ
ン
タ
ー
と
行
政
の
関
係
は

A �
奥田正和議員

充
分
な
議
論
と
先
見
的
な
観
点
で

地
域
施
設
整
備
の
計
画
は

A �
国
の
制
度
で
経
営
費
を
補
て
ん

畜
産
振
興
は
大
丈
夫
か

A �●
奥
田

物
価
の
高
騰
は

生
産
者
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
本
町
の
農

業
産
出
額
約
１
０
０
億
の

１
／
２
を
占
め
る
畜
産
へ

の
救
済
策
を
考
え
る
べ
き

だ
。
堆
肥
の
有
効
利
用
促

進
は
ど
う
な
る
の
か
。

■
町
長

急
激
な
価
格
変

化
に
対
応
す
る
た
め
安
定

基
金
制
度
で
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
昨
年
度
は
８
集

落
法
人
で
堆
肥
活
用
が
あ
っ

た
。
セ
ラ
マ
ム
の
施
設
も

引
き
続
き
活
用
に
努
力
し

て
い
る
。 メ

ニ
ュ
ー
を

作
成
中

出
前
講
座
は

ど
う
し
て
い
る

A �農業振興の堆肥舎

地域の要 自治センター



●
高
木

現
役
世
代
の
負

担
を
緩
和
す
る
と
い
う
政

府
の
方
針
で
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が
新
設
さ
れ
た

が
こ
の
制
度
で
出
て
い
る

問
題
点
、
町
民
か
ら
の
要

望
意
見
な
ど
の
内
容
、
75

歳
以
上
の
対
象
者
は
、
そ

の
内
、
納
付
書
払
い
の
人

は
何
人
か
。
低
所
得
層
の

状
況
は
。
75
歳
以
上
の
過

去
３
年
間
の
医
療
費
の
推

移
は
。

■
町
長

先
ず
、
主
な
問

題
点
は
、
75
歳
以
上
を
対

象
と
し
た
こ
と
。
社
会
保

険
の
被
扶
養
者
で
こ
れ
ま

で
負
担
が
な
か
っ
た
方
に

新
た
に
保
険
料
が
課
さ
れ

た
こ
と
、
国
保
の
被
保
険

者
で
あ
っ
て
も
世
帯
主
課

税
で
保
険
料
が
か
か
っ
て

い
な
か
っ
た
人
に
も
負
担

が
生
じ
た
こ
と
、
ま
た
町

民
か
ら
の
要
望
意
見
で
一

番
多
か
っ
た
の
は
保
険
証

が
届
か
な
い
。
二
番
目
は

保
険
料
の
決
定
に
つ
い
て

で
、
多
い
時
で
一
日
に
50

件
ぐ
ら
い
あ
っ
た
。
国
は

一
定
の
制
度
の
見
直
し
が

さ
れ
、
さ
ら
に
検
討
さ
れ

て
い
る
。
町
も
高
齢
者
の

皆
様
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
て
も
ら
え
る
制
度
改

正
を
望
ん
で
い
る
。
75
歳

以
上
対
象
者
４
、０
６
３

人
内
旧
国
保
加
入
者
約
３

６
０
人
。
低
所
得
者
層
は
、

旧
国
保
加
入
者
で
46
％
の

方
が
７
割
軽
減
、
８
％
の

方
が
５
割
軽
減
、
10
％
の

方
が
２
割
軽
減
。
75
歳
以

上
の
総
医
療
費
の
推
移
は
、

こ
こ
３
年
間
は
ほ
ぼ
横
ば

い
だ
。

●
西
田

携
帯
電
話
リ
サ

イ
ク
ル
を
推
進
す
る
大
き

な
目
的
は
、
わ
が
国
の
産

業
競
争
の
要
と
も
い
わ
れ

る
レ
ア
メ
タ
ル(

希
少
金

属)
｢

金
・
銀
・
銅｣

が

携
帯
電
話
に
含
ま
れ
て
い

る
か
ら
だ
。

携
帯
電
話
を
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
た
め
に
は
、
使
用

済
み
の
携
帯
電
話
の
回
収

が
必
要
。
モ
バ
イ
ル
・
リ

サ
イ
ク
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
地
方
自
治
体
の
協
力

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。

そ
こ
で
、
本
町
も
次
の

２
点
に
つ
い
て
、
実
施
を

求
め
る
。

①
携
帯
電
話
を｢
捨
て
て

は
い
け
な
い
物｣
と
し
て

広
報
に
掲
載
す
る
。

②
廃
棄
す
る
場
合
は
購
入

し
た
シ
ョ
ッ
プ
で
処
理
す

る
こ
と
を
促
す
記
事
を
広

報
に
記
載
す
る
。
以
上
、

町
長
の
見
解
は
。

■
町
長

リ
サ
イ
ク
ル
実

績
は
、
Ｈ
18
年
度
６
６
２

万
２
千
台
、
Ｈ
12
年
度
１
、

３
６
１
万
５
千
台
を
ピ
ー

ク
に
半
減
し
、
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
の
責
務

に
は｢

経
済
的
社
会
的
諸

条
件
に
応
じ
て
資
源
の
有

効
な
利
用
を
促
進
す
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い｣

と
あ
る
。

｢

ゴ
ミ
の
分
別
案
内
へ

の
記
載｣

｢

購
入
し
た
シ
ョ
ッ

プ
へ
の
処
分
依
頼｣

の
広

報
記
載
と
放
送
開
始
の
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
で
文
字
放
送
も
活

用
し
て
ゆ
く
。
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安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

制
度
改
正
を
望
む

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
問
題
点
は

A �
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資
源
の
利
用
促
進
を
広
報
で
促
す

携
帯
電
話
か
ら
金
・
銀
・
銅

A �
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廃棄された携帯電話

見本


